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ロ
ー
ズ
祭
「
世
界
の
お
祭
り
」
を
開
催

今
年
の
ロ
ー
ズ
祭
（
千
代
田
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
）
は
、
6
月
16
日

（
日
）に
「
世
界
の
お
祭
り
～W

orld Festival in TKG

」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
フ
ロ
ア
は
、
世
界
の
有
名
な
お
祭
り
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
豊

か
に
表
現
さ
れ
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け
が
、

来
場
者
に
好
評
で
し
た
。

教
室
で
は
、

イ
タ
リ
ア
政

府
機
関
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
食
文
化
体
験

等
）、
国
際
交

流
会
（
1
0
0

円
バ
ザ
ー
）、

手
作
り
総
菜

や
お
菓
子
の
販

売
、
食
品
ロ
ス

を
考
え
る
展

示
、
人
気
の
茶

道
部
の
お
茶

会
、
福
島
復
興

支
援
、
福
岡
糸

島
の
特
産
品
の

販
売
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
家
政
系
女
子
大
ら
し
い
催
し
で
来
場

者
に
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
は
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
大
道

芸
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
オ
フ
コ
ー

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
バ
ン
ド
「
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

町田キャンパス　
〒194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
TEL：042-782-9811（代）
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ローズ祭 正門入り口アーチ

「
第
56
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
」
開
催
の
ご
案
内

11
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）に
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
Ｋ
Ｖ

Ａ
祭
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「Let’s bloom

 in the new
 era 

～

花
咲
け
！
私
た
ち
の
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
～
」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に

は
、
新
時
代
を
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
こ
う
！
と
い
う
気
持

ち
と
、
１
人
１
人
の
個
性
を
出
せ
る
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
に
し
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
参
加
者
に
よ
る
、
模
擬
店
や
様
々
な
発
表

等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、今
、注
目
の
人
気
俳
優
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
11
月
10
日（
日
）に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
う

予
定
で
す
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
そ
の
他
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
サ
イ
ト
、

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
対
策
講
座
開
催

6
月
7
日
（
金
）
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
第
3
会
議
室
で
、
保

健
室
の
看
護
師
に
よ
る
熱
中
症
対
策
講
座
（
保
健
指
導
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
運
動
部
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
に
部

長
を
通
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
、
平
成
27
年
度
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
お
昼
休
み
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、

今
年
度
は
5
団
体
7
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
熱
中
症
は
屋
外
だ
け
で
な
く
屋
内
で
も
発
症
す

る
こ
と
、
予
防
に
は
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
が
重
要
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
怪
我
や
病
気
の
際
の
緊
急

対
応
に
つ
い
て
と
い
う
も
の
で
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、
熱
中
症
の
症
状
や
処
置
方
法
等
の
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
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人
間
栄
養
学
科

　
　
「
イ
タ
リ
ア
と
日
本
の
食
文
化
を

�

体
験
し
よ
う
！
」
実
施
報
告

人
間
栄
養
学
科
で
は
、令
和
元
年
度
に
海
外
専
門
研
修
（
栄

養
学
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
記
念
す
べ
き
第
１
回
の
研

修
先
を
イ
タ
リ
ア
共
和
国
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
研
修
に
先

駆
け
、
ロ
ー
ズ
祭
（
令
和
元
年
６
月
16
日（
日
）千
代
田
三
番

町
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
て
イ
タ
リ
ア
政
府
機
関
イ
タ
リ
ア
文
化

会
館
（
千
代
田
区
九
段
南
）
と
の
共
同
で
、パ
ス
タ
作
り
体
験
、

イ
タ
リ
ア
語
レ
ッ
ス
ン
、
イ
ラ
ス
ト
展
を
開
催
し
、
学
内
外
の

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ス
タ
作
り
で
は
専
用

の
粉
を
使
っ
て
、
プ
ー

リ
ア
州
の
郷
土
パ
ス
タ

で
あ
る
「
オ
レ
キ
エ
ッ

テ
」と「
カ
ヴ
ァ
テ
ッ
リ
」

作
り
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
も
ち
も

ち
の
生
地
を
こ
ね
る
作

業
は
大
変
そ
う
で
し
た

が
、
体
験
さ
れ
た
方
か

ら
は
「
意
外
と
簡
単
に

作
れ
た
」、「
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
イ
タ

リ
ア
語
レ
ッ
ス
ン
で
は
、

イ
タ
リ
ア
人
講
師
か
ら

挨
拶
の
言
葉
や
食
べ
物

の
名
前
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ

て
声
を
出
せ
な
か
っ
た
方
も
、
終
始
笑
顔
で
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。ま
た
、プ
ロ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

や
新
進
気
鋭
の
若
手
作
家
で
構
成
さ
れ
る
イ
ッ
ル
ス
ト
ゥ
リ

協
会
に
所
属
す
る
人

気
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

10
名
が
、
イ
タ
リ
ア
の

様
々
な
街
、ラ
ン
ド
マ
ー

ク
、
景
観
を
描
い
た
作

品
を
展
示
し
、
本
場
の

イ
タ
リ
ア
ン
ア
ー
ト
に

触
れ
て
い
た
だ
く
機
会

と
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
日
本
の
食

文
化
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
本
学
の
生
活
文
化
博
物
館
が
所
蔵
す
る

昭
和
の
調
理
家
電
を
展
示
し
ま
し
た
。
今
と
全
く
異
な
る
形

状
の
初
期
型
の
電
子
レ
ン
ジ
や
、
ト
ー
ス
タ
ー
の
変
遷
（
昭
和

30
年
代
、
40
年
代
、
60
年
代
頃
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
企
画
も
大
変
好
評
で
、「
懐
か
し
い
」、「
面
白
い
」、「
か

わ
い
い
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パスタ作りの様子パスタ

イタリア語レッスンの様子

昭和の調理家電の展示の様子

電子レンジ（昭和 62 年）

七　

夕

６
月
26
日（
水
）～
７
月
９
日（
火
）の
期
間
、
高
さ
５
М
の
竹

が
、
１
号
館
１
Ｆ
吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
に
七
夕
飾
り
の
た
め
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
年
々
増
え
る
願
い
事
に
対
応
し
、
昨
年
以
上
に
多

め
に
用
意
し
た
短
冊
で
す
が
、
そ
れ
で
も
何
度
も
補
充
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
枝
は
短
冊
で
鈴
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
学
生
た
ち
の
“
わ
が
ま
ま
で
勝
手
な
〟
願
い
事

を
載
せ
た
七
夕
は
、
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

学
友
会
主
催　

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会

５
月
14
日（
火
）～
５
月
24
日（
金
）の
期
間
（
計
６
日
間
）
に
、

学
友
会
主
催
の
『
Ｋ
Ｖ
Ａ
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
2
0
1
9
』
が
、

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
１
チ
ー
ム
６
人
制
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
９

団
体
54
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

優
勝
を
目
指
し
た
チ
ー
ム
同
士
の
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

願い事を書いた短冊を結ぶ学生たち
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大
会
終
了
後
は
、
全
員
に
参
加
賞
が
配
ら
れ
、
全
員
が
、

楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
公
開
講
座
の
ご
案
内

令
和
元
年
度
の
特
別
公
開
講
座
は
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

宮
里
暁
美
先
生
（
お
茶
の
水
女
子
大
学　

人
間
発
達
教
育
科

学
研
究
所
教
授
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
こ
ど
も
園
園
長
）
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
西
条
昇
先
生
（
江
戸
川
大
学
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授
・
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
研
究
家
・
ア
イ
ド
ル
評
論
家
・

大
衆
芸
能
史
研
究
家
）
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

日
程
等
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
文
化
博
物
館
の
特
別
展
の
ご
案
内

生
活
文
化
博
物
館
の
第
31
回
特
別
展
「
染
―
し
ぼ
る
、
ふ

せ
る
、
お
く
―
」
の
お
知
ら
せ
で
す
。

会
期
は
、
プ
レ
展
示
が
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
館

ロ
ビ
ー
に
て
令
和
元
年
10
月
8
日（
火
）か
ら
10
月
24
日（
木
）ま

で
、
本
展
示
が
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
文
化
博
物
に
て
令
和
元

年
11
月
5
日（
火
）か
ら
令
和
2
年
2
月
7
日（
金
）ま
で
で
す
。

こ
れ
は
旧
東
京
家
政
学
院
短
期
大
学
の
工
芸
染
色
研
究
室

が
所
蔵
し
て
い
た
絞
り
染
め
、
友
禅
染
、
ろ
う
け
つ
染
め
な

ど
の
資
料
を
初
め
て
一
般
公
開
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

学
生
に
染
の
技
法
や
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
の
例
を
示
す
た
め
に

収
集
さ
れ
ま
し
た
。
型
染
め
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
カ
ー
ド
作
成

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
中
に
開
催
し
ま
す
の
で
、

展
示
の
見
学
と
と
も
に
こ
ち
ら
へ
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2
0
1
9
健
康
フ
ェ
ス
タ
・
食
育
フ
ェ
ス
タ

�

― 

出
展
・
イ
ベ
ン
ト
開
催 

―

5
月
19
日（
日
）エ
ス
フ
ォ
ル
タ
ア
リ
ー
ナ
八
王
子
に
て
、

は
ち
お
う
じ
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
の
「
2
0
1
9

健
康
フ
ェ
ス
タ
・
食
育
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
、
食
物
学
科

が
ブ
ー
ス
出
展
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
三
澤
教
授
、
阿
部
助
手
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、

食
物
学
科
の
学
生
18
名
が
来
場
者
に
対
し
、
体
験
型
食
育
ク

イ
ズ
、
食
育
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
ミ
ニ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
食
育
ク
イ
ズ
は
「
正
し
い
和

食
の
配
膳
」、「
1
日
の
野
菜
目
標
量
」
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
回
答
す
る
も
の
で
す
。
参
加
者
に
は
和
食
料
理
型
の

消
し
ゴ
ム
や
野
菜
の
種
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
5
0
0
名
以
上
の
方
が
訪
れ
、
そ
の
う
ち
3
3
0
名

が
ク
イ
ズ
に
参
加
し
、
3
7
0
名
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
に
食
生
活
改
善
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
だ
け

で
な
く
、
学
生
も
「
栄
養
士
」
及
び
「
教
員
」
の
免
許
取
得

に
向
け
て
貴
重
な
食
育
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

尚
、
当
日
は
、「J-COM

八
王
子
ニ
ュ
ー
ス
」
で
の
撮
影

と
取
材
が
あ
り
、
5
月
21
日
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

ドッヂボール真剣勝負試合の様子

江戸更紗
テーブルセンター

（2000 年）

絞り染めクロス (1993 年 )

学生による体験型食育クイズの様子
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第
13
回
東
京
発
！
物
産
・
逸
品
見
本
市

　
　
　

― 

食
に
関
す
る
相
談
ブ
ー
ス
出
展
・

�

学
生
に
よ
る
販
売
サ
ポ
ー
ト 

―

５
月
16
日（
木
）、
17
日（
金
）に
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
西
武
信
用
金
庫
・
東
京
都
商
工
会
連
合

会
主
催
の
「
第
13
回
東
京
発
！
物
産
・
逸
品
見
本
市
―
極
鮮

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
―
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
食
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
大
学
相
談
ブ
ー
ス
に
本

学
も
黒
田
准
教
授

な
ど
の
ご
協
力
を

得
て
参
加
し
、
新

商
品
ア
イ
デ
ア
、

レ
シ
ピ
開
発
な
ど

に
つ
い
て
、
合
計

５
社
の
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
案
件
が
、
本

学
の
地
域
連
携
活

動
に
結
び
つ
け
ら

れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
見

本
市
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
に
は
、

本
学
学
生
が
出
展

店
舗
の
う
ち
７
店

舗
の
取
材
を
し
、

今
年
は
、
生
活
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
学

生
３
名
が
、
取
材

し
た
店
舗
の
販
売

サ
ポ
ー
ト
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

学生による販売サポートの様子

「
第
15
回
さ
が
み
は
ら
環
境
ま
つ
り
」
に
参
加

�

― 

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科 

―

6
月
30
日（
日
）ミ
ウ
ィ
橋
本
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
15
回

さ
が
み
は
ら
環
境
ま
つ
り
」
に
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
33

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
が
み
は
ら
環
境

ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
本

学
と
の
地
域
連
携
活
動
の

一
環
で
す
。
今
年
は
、「
私

た
ち
の
生
活
を
見
直
し
て

み
よ
う
！ 
― 

持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
を
考
え
る 

― 

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

1
年
生
が
参
加
し
た

「
大
学
生
と
楽
し
む
体
験

教
室
」
で
は
、
学
生
が
先

生
と
な
り
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
4
つ
の
体
験

教
室（
①
残
り
布
で
お
好
み
色
の
花
の
髪
飾
り
②
花
び
ら
ア
ー

ト
③
エ
コ
で
キ
ラ
キ
ラ
ま
ん
げ
き
ょ
う
④
新
聞
紙
を
く
る
く

る
キ
ュ
キ
ュ
ッ
と
お
花
の
ブ
ロ
ー
チ
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

更
に
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
様
子
を
撮
影
す
る
撮
影
班
を
編

成
し
、
学
生
活
動
の
記
録
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
、
3
年

生
の
3
名
が
、
さ
が

み
は
ら
環
境
ま
つ
り

学
生
実
行
委
員
を
務

め
、
地
域
や
市
役
所

の
方
々
と
共
に
会
議

に
出
席
し
た
り
、
広

報
の
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
に

出
演
す
る
な
ど
企
画

運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

更
に
、
近
年
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用
や
廃
棄
の
問
題
に
着
目

し
、
生
分
解
性
素
材
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め

「
生
分
解
性
ポ
リ
乳
酸
繊

維
布
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作

ろ
う
！
」
と
い
う
来
場
者

参
加
型
の
企
画
を
実
施
し

ま
し
た
。

大
学
生
と
し
て
初
め

て
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
で
緊

張
し
た
面
持
ち
の
1
年
生

も
、
子
ど
も
達
と
接
す
る

う
ち
に
笑
顔
に
な
り
、
学

内
と
は
違
っ
た
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
、
作
品
が
完
成

す
る
と
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
の

教
室
も
す
ぐ
に
予
約
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
大
盛
況
で
し
た
。

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
連
携
活
動

も
学
生
の
成
長
に
つ
な
が
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会

と
捉
え
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「大学生と楽しむ体験教室」の様子

「ポリ乳酸繊維布でコサージュを
作ろう！」の様子参加学生集合写真

黒田准教授による食に関する
相談コーナーの様子

販売サポートの学生とお店の皆さん
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2020年度　東京家政学院大学　入試日程
入　試　種　別 日 程 出   願   期   間　※ 1 試　　験　　日 合格発表日 入学手続締切日

Ａ Ｏ 入 試
課 題 型・
活 動 報 告 型

Ⅱ期 10月　4日（金）～10月15日（火）
別に定められた
出願前の面談日

10月21日（月） 10月30日（水）
Ⅲ期 10月24日（木）～10月30日（水） 11月　2日（土） 11月13日（水）
Ⅳ期 　2月26日（水）～　3月　4日（水） 　3月　9日（月） 　3月18日（水）

推 薦 入 試
Ⅰ期 10月18日（金）～10月26日（土）

窓口受付：10月28日（月）※2 11月　2日（土） 11月　7日（木） 11月15日（金）

Ⅱ期 11月18日（月）～11月30日（土）
窓口受付：12月2日（月）※2 12月　7日（土） 12月11日（水） 12月20日（金）

スカラシップ入試 － 11月29日（金）～12月　7日（土）
窓口受付：12月9日（月）※2 12月14日（土） 12月17日（火） 12月25日（水）※4

一 般 入 試

A 方式
Ⅰ期

　1月　6日（月）～　1月18日（土）
窓口受付：1月20日（月）※2

　1月26日（日）
　1月28日（火） 　1月30日（木） 　2月　7日（金）

A 方式
Ⅱ期

　1月　6日（月）～　1月29日（水）
窓口受付：1月30日（木）※2 　2月　6日（木） 　2月10日（月） 　2月20日（木）

B 方式 　1月　6日（月）～　3月　4日（水）
窓口受付：3月5日（木）※2 　3月12日（木） 　3月16日（月） 　3月26日（木）

センター試験
利 用 入 試

Ⅰ期 　1月20日（月）～　1月30日（木）
窓口受付：1月31日（金）※2 大学入試

センター試験

　1月18日（土）
　1月19日（日）

　2月12日（水） 　2月20日（木）

Ⅱ期 　1月20日（月）～　2月17日（月）
窓口受付：2月18日（火）※2 　2月28日（金） 　3月　9日（月）

Ⅲ期 　1月20日（月）～　3月　7日（土）
窓口受付：3月9日（月）※2 　3月17日（火） 　3月26日（木）

私 費 外 国 人
留 学 生 試 験

Ⅰ期 10月　1日（火）～10月16日（水）
窓口受付：上記期間中※3 11月16日（土） 11月19日（火） 11月28日（木）

Ⅱ期 　1月　6日（月）～　1月21日（火）
窓口受付：上記期間中※3 　2月21日（金） 　2月25日（火） 　3月　5日（木）

特別選抜試験
社 会 人・
海外帰国子女

Ⅰ期 10月28日（月）～11月　9日（土）
窓口受付：11月11日（月）※2 11月16日（土） 11月19日（火） 11月28日（木）

Ⅱ期 　2月　3日（月）～　2月13日（木）
窓口受付：2月14日（金）※2 　2月21日（金） 　2月25日（火） 　3月　5日（木）

編 入 学 試 験
・

学士入学試験

Ⅰ期 10月28日（月）～11月　9日（土）
窓口受付：11月11日（月）※2 11月16日（土） 11月19日（火） 11月28日（木）

Ⅱ期 　2月　3日（月）～　2月13日（木）
窓口受付：2月14日（金）※2 　2月21日（金） 　2月25日（火） 　3月　5日（木）

※ 1　出願期間は、郵送での受付期間（最終日の消印有効）を表します。
※ 2　窓口受付は、千代田三番町、町田の両キャンパスで行います。
※ 3　 私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日および入学試験日を除く）の町田キャンパス入試広報グルー

プ窓口に限ります。
※ 4　一般入試免除合格者の入学手続締切日は 2 月 7 日（金）となります。
注） 詳細は大学案内、学生募集要項をご参照ください。

東京家政学院大学　オープンキャンパス 2019 開催日程
千代田三番町キャンパス

日程・開催時間 テーマ
11月23日（土）

10：00～14：00
一般入試対策 Day（国語・生物の入試問題対策講座開催）

～個別相談ですべての疑問を解決しよう！ 高 1・2 年生はここからスタート！～

町田キャンパス
日程・開催時間 テーマ
10月5日（土）

12：00～16：00
推薦入試直前！

「面接体験」で面接の雰囲気を知ろう！
11月9日（土）・10日（日）

10：00～16：00（KVA祭同日開催） 進学相談会として開催

お問い合わせ先　　東京家政学院大学　入試広報グループ
〒194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
TEL 042-782-9411　　E-mail nyushi@kasei-gakuin.ac.jp
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〒102-8341
東京都千代田区三番町 22 番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）

URL  https://www.kasei-gakuin.ed.jp/

中
学
1
年　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行

中
学
１
年
は
、
5
月
18
日
か
ら
一
泊
二
日
で
千
葉
県
館
山

へ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
学
校
か
ら
バ
ス
で
出
発
し
海
ほ
た
る
に
行
き
、

最
初
の
見
学
地『
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
』に
向
か
い
ま
し
た
。シ
ー

ワ
ー
ル
ド
で
は
、
シ
ャ
チ
シ
ョ
ー
を
見
学
し
、
シ
ャ
チ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
館
山
の
ホ
テ
ル
に

入
り
、
千
葉
県
の
伝
統
工
芸
品
の
房
州
う
ち
わ
作
り
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
各
自
、
自
分
だ
け
の
う
ち
わ
作
り
に
熱
心
に
取
り

組
み
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
夕
食

後
の
Ｈ
Ｒ
で
は
、楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
行
い
、友
情
を
深
め
ま
し
た
。

翌
日
は
、
沖
の
島
で
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
を
行
い
、
い
ろ
い

ろ
な
貝
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
空
豆
収
穫
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
空
豆
が
ど
の
よ
う
に
付

い
て
い
る
の
か
観
察
が
で
き
て
良

い
学
習
に
も
な
り
ま
し
た
。
昼

食
の
後
、
フ
ェ
リ
ー
で
横
須
賀
に

渡
り
、
高
速
を
通
っ
て
学
校
に

到
着
し
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
は
、
こ
の
旅
行
を
通
し

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ

こ
と
と
思
い
ま
す
。

高
校
1
年　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行

5
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
高
1
学
年
は
山
梨
県
へ
一

泊
二
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

初
日
は
ま
ず
、
飯
盒
炊
爨
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
全
班
お

い
し
い
カ
レ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
サ
ン
ド
ブ
ラ

ス
ト
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
絵
付
け
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
選
び
製
作
し

て
い
き
ま
し
た
。
体
験
後
は
そ

れ
ぞ
れ
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
で
散

策
を
行
い
ま
し
た
。
貴
重
な
オ

ル
ゴ
ー
ル
の
数
々
に
加
え
整
備

さ
れ
た
庭
園
な
ど
見
所
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
。

2
日
目
の
朝
食
後
、
コ
ウ
モ

リ
穴
の
探
検
に
出
か
け
ま
し

た
。
洞
窟
内
は
天
井
が
低
か
っ

た
り
、
地
面
が
ぬ
れ
て
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
り
し

ま
し
た
が
全
員
無
事
に
探
検
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ほ
う
と
う
を
食
べ
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

今
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
か
ら
学
年
と
し
て

色
々
な
人
と
の
仲
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
で
の
糧

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
学
2
年　

蓼
科
山
の
家
で
英
語
合
宿

中
学
２
年
生
は
、
東
京
家
政
学
院
蓼
科
山
の
家
に
て
、
７

月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間
の
英
語
合
宿
を
実
施
し
ま
し
た
。

５
月
の
遠
足
の
東
京
英
語
村（
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
イ
ト
ウ
ェ

イ
）
で
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
チ
ー
ム
毎
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
準
備
を
進
め
、
最
終
日
の
発
表
に
向
け
て
英
語
漬

け
の
３
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
外
国
人
講
師
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
ロ
ー
ジ
ー
（
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
と
、
ケ
イ

テ
ィ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）、
キ

ム
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）
の
３

人
の
先
生
で
、
皆
と
て
も

熱
心
に
生
徒
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
盛

り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
も
様
々
で
、
特
に

キ
ャ
ッ
チ
ー
な
メ
ロ
デ
ィ
の
簡
単
な
歌
な
ど
は
、
山
の
家
に

着
い
た
後
も
、
生
徒
た
ち
が
常
に
口
ず
さ
ん
で
い
た
ほ
ど
で

し
た
。
中
日
に
台
風
上
陸
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、
最
終
日
は

帰
宅
の
安
全
を
考
慮
し
、
早
朝
か
ら
部
屋
の
片
付
け
を
す
る

な
ど
全
員
で
協
力
し
、
昼
食
時
間
を
大
幅
に
早
め
な
が
ら
も

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
帰
路
に
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

大
変
有
意
義
な
合
宿
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

根場にて

東京家政学院高等学校・中学校
TOKYO KASEIGAKUIN SENIOR & JUNIOR HIGH SCHOOL

蓼科山の家玄関前にて

沖ノ島にて
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英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
口
の
動
き
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
な
ど
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
遠
足
）
や
週
末
に
、
海
や
動
物
園
、
美

術
館
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
や

文
化
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
し
ま
し
た
。
今

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
普
段
か
ら
英
語
を
使
っ
て
い

な
い
と
想
像
以
上
に
通
じ
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
で
も
、
簡
単
な
単
語
で
も
い
い
か
ら

ま
ず
話
そ
う
と
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

夏
休
み
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム

毎
年
夏
休
み
期
間
中
に
中
学
生
・
高
校
生
の
希
望
者
が
参

加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、今
年
は
5
名
の
生
徒
（
中
学
生
2
名・

高
校
生
3
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、

日
本
全
国
か
ら
中
高
生
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

現
地
の
高
校
へ
通
い
ま
す
。
今
回
の
滞
在
先
は
ア
デ
レ
ー
ド
近

郊
で
し
た
。

現
地
で
は
、
バ
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
生
徒
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
る
他
、
日
本
人
生

徒
だ
け
で
、
英
会
話

の
レ
ッ
ス
ン
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
・

歴
史
を
現
地
の
先
生

に
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。
ま
た
、
現
地
の

生
徒
た
ち
が
日
本
語

を
学
ぶ
授
業
に
招
か

れ
て
、
日
本
語
を
習

う
手
伝
い
を
す
る
時

間
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
を

代
表
し
て
、
高
校
1

年
Ｃ
組
の
川
原
さ
ん

に
感
想
を
聞
き
ま
し

た
。「ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て
も
優
し

く
て
、
私
の
話
し
た

英
語
が
す
ぐ
に
伝
わ

ら
な
く
て
も
理
解
し

よ
う
と
し
て
く
れ
て
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

 
 

「
第
9
回 

牧
水
・
短
歌
甲
子
園
」
の
報
告

ご
き
げ
ん
よ
う
。
今
年
8
月
、
高
校
1
年
生
3
名
が
宮
崎

県
で
行
わ
れ
た
「
第
9
回 

牧
水
・
短
歌
甲
子
園
」
に
出
場
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
12
チ
ー
ム
が
、
1
次

リ
ー
グ
・
準
決
勝
・
決
勝
と
競
い
ま
す
。
試
合
は
、作
品
（
歌
）

を
出
し
合
い
、
お

互
い
の
作
品
（
歌
）

に
質
疑
応
答
し
あ

い
勝
敗
を
決
め
ま

す
。
東
京
家
政
学

院
は
2
年
ぶ
り
2

度
目
の
出
場
で
す
。

短
歌
づ
く
り
に
本

格
的
に
取
り
組
む
の

は
初
め
て
と
い
う
メ

ン
バ
ー
で
し
た
が
、

「
面
」「
恋
」
な
ど
、

規
定
の
題
に
従
っ
て

一
生
懸
命
制
作
し
ま

し
た
。
質
疑
応
答
の

練
習
で
は
、
中
条
ふ

常
磐
祭
（
文
化
祭
）　

の
案
内

2
0
1
9
年
度
の
常
磐
祭
第
二
部
文
化
祭
は
、
10
月
5
日

（
土
）、
6
日
（
日
）
の
2
日
間
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
中
学
1
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
ま
で
の
各
学
年

や
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
活
動
発
表
の
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
を
3
号

館
の
教
室
と
1
号
館
4
階
の
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
、
高
校
生
に
よ

る
模
擬
店
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
運
動
部
の
招
待
試
合
を
体
育

館
ア
リ
ー
ナ
で
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
ほ
か
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
あ
づ
ま

会
の
部
屋
を
設
置
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
9
月
完
成
予
定
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
の
入
場
は
チ
ケ
ッ
ト
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
高
卒

業
生
や
受
験
生
と
そ
の
保
護
者
は
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
受
付
を

通
っ
て
入
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
徒
一
同
、
10
月
の
文
化
祭
に
向
け
て
1
学
期
、
夏
休
み
も

使
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭
直
前
の
9
月

末
か
ら
10
月
初
頭
に
か
け
て
は
一
層
準
備
に
熱
が
入
り
ま
す
。

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
や
放
課
後
の
作
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
や
時
間
で
活
動
す
る
生
徒
を
見
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1 次リーグの様子

み
子
賞
の
受
賞
者
や
俳
句
甲
子
園
の
準
優
勝
者
の
Ｏ
Ｇ
に
も

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
1
次
リ
ー
グ
を
見
事
に
勝
ち
抜
き
、
準
決
勝

へ
と
進
出
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
が
、体
調
不
良
の
た
め
、

残
念
な
が
ら
こ
こ
で
途
中
棄
権
し
ま
し
た
。

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
は
、
背
伸
び
を
し
す
ぎ
ず
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
点
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

惜
し
い
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
規
模
の
大
会
へ
の
出

場
は
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

学校の友達との写真　左：川原さんフェアウェルパーティの様子
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2020 年度 東京家政学院中学校生徒募集要項（抜粋）

試験日
2月 1日（土） 2月 2日（日） 2月 5日（水） 2月 10 日（月）

午前 午後 午前 午後 午前 午前
募集人員 40 名 20 名 15 名 15 名 若干名 若干名
集合時間 8：30 ⑤15：00　④⑥16：00 8：30 16：00 8：30 8：30

入試形式

①得意 2・3・4 科目
　選択入試

④国・算・英
　2 科目選択入試 ⑦特待 SS2 科入試 ⑦特待 SS2 科入試 ⑧得意 1 科目選択入試 ⑨ アクティブ 

ラーニング入試 B
②適性検査型入試 A ⑤適性検査型入試 B

③プレゼン入試 ⑥ アクティブ 
ラーニング入試 A

時間・配点

①国語、算数は各科目 100 点、各 40 分。社会、理科は各科目 50 点、あわせて 40 分。
　英語は筆記 70 点（30 分）、英語面接 30 点（5 分）、合計 100 点。
②適性検査型 1、2、3（各 100 点、各 45 分）
③自己 PR（100 点、10 分）、国語または算数（100 点、40 分）
④国語、算数は各科目 100 点、各 40 分。英語は筆記 70 点（30 分）、英語面接 30 点（5 分）、合計 100 点。
⑤適性検査型Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ（各 100 点、各 45 分）
⑥100 点、60 分
⑦国語、算数は各科目 100 点、各 40 分。社会、理科は各科目 50 点、あわせて 40 分。
　英語は筆記 70 点（30 分）、英語面接 30 点（5 分）、合計 100 点。
⑧国語、算数は各科目 100 点、各 40 分。自己 PR はプレゼン＋作文で 100 点、40 分。
⑨ 100 点、60 分

優遇制度
◇第 1 志望優遇：2 月 1 日受験生に限ります。
◇複数回受験優遇：各科目の最高点の合計を判定点とします。
◇英検準 2 級以上取得者が英語の試験を受ける場合、筆記試験を免除し、70 点（満点）として扱います。

出願受付 1 月 10 日（金）から試験当日まで　　　　　　　※ Web 出願のみとなります（当日出願は窓口も可）。

検定料
20,000 円（複数回受験可。ただし適性検査型入試については各回 4,000 円）
※本校が指定する学校説明会に、3 回以上参加された方には優遇制度があります。
※納入された検定料はいかなる理由があっても返還できません。

合格発表
〈午前入試〉　ホームページ、掲示とも当日発表
〈午後入試〉　ホームページは当日発表、掲示は翌日発表

入学手続 2 月 1 日、2 日、5 日入試は合格発表当日～ 2 月 6 日（木）23：00 まで
適性検査型入試合格者は 2 月 10 日（月）まで　　　2 月 10 日入試は 2 月 11 日（火祝）まで ※Web での手続き

　のみとなります。手続き時
納入金

入学金　　200,000 円（手続き後、いかなる理由があっても入学金は返還できません。）
※ 2 月 1 日入試合格者が 2 月 2 日 12：00 までに手続した場合は、入学金を 100,000 円に優遇いたします。

特待生制度

・3 科目以上の入試において次の特待生を選抜します。　　※ 2/2 の特待 SS2 科入試は 2 科目で選抜
・特待 SS：入試での得点率 90％以上または英語検定準 1 級以上取得…入学金および授業料 6 年間全額免除
・2 科目以上の入試において次の特待生を選抜します。
・特待 S：入試での得点率 85％以上…入学金および授業料 3 年間全額免除
・全ての入試において次の特待生を選抜します。
・特待 A：入試での得点率 80％以上または英語検定 2 級取得…入学金および授業料全額免除
・特待 B：入試での得点率 75％以上または英語検定準 2 級取得…入学金および授業料半額免除
・特待 C：入試での得点率 70％以上または英語検定 3 級取得…入学金免除

チャレンジ
入試

2 月 1 日合格者は、2 月 2 日午前、午後の特待 SS2 科入試を特待チャレンジ入試として受験できます。
検定料は不要です。

2020 年度 東京家政学院高等学校生徒募集要項（抜粋）

推薦入試（単願推薦、併願推薦）

推薦方式 単願推薦
併願推薦

（東京都と神奈川県以外の
中学校が対象）

推薦条件
1．全科目の内申点に１がないこと
2． ３年次の欠席日数が７日以内であること（特別な事情があ

る場合には要相談）

募集人員 80 名

募集コース アドバンストコースまたはリベラルアーツコース

出願期間
1月15日（水）～1月18日（土） 9:00～16:00 書類必着

※出願は Web で、必要書類は本校窓口または郵送にて提出して下さい。

検定料 20,000 円　※納入された検定料はいかなる理由があっても返還できません。

試験日 1 月 22 日（水）

合格発表
Web 1 月 22 日（水）15：00～20：00　本校ホームページにて発表い

たします。入試当日に閲覧用パスワードをお渡しいたします。

本校掲示 1 月 22 日（水）15:00 ～ 15:30

入学手続 合格発表から 1 月 23 日（木）
23:00 まで

合格発表から公立高校前期（千葉
県は後期）発表翌日 23:00 まで

入学金
100,000 円 200,000 円

※ 手続きは Web のみとなります。納入された入学金はいかな
る理由があっても返還できません。

一般入試（併願優遇を含む）

入試区分
一般（併願優遇を含む）

第 1 回 第 2 回

3 科目入試 3 科目入試 英語優遇入試

募集コース アドバンストコースまたはリベラルアーツコース

試験日 2 月 10 日（月） 2 月 12 日（水）

募集人員 60 名 10 名 10 名

出願期間
1月25日（土）～2月6日（木）

9：00～16：00書類必着
1月25日（土）～2月11日（火祝）

9：00～16：00書類必着

本校窓口での受付は1月26日（日）、2月2日（日）を除く9：00～16：00

検定料 20,000 円　※納入された検定料はいかなる理由があっても返還できません。

試験

国語・数学・英語
（各50分、各100点、300点満点）

国語・数学・英語
（各50分、各100点、300点満点） 英語（200点）

国語（100点）
各50分

英語（200点）
数学（100点）

各50分最高得点科目の得点を 2 倍にし、
400 点満点で判定いたします。

個人面接（10 分） 個人面接（10 分）

合格発表
Web 入試当日 15：00～20：00　本校ホームページにて発表いた

します。入試当日に閲覧用パスワードをお渡しいたします。

本校掲示 入試当日15：00～15：30（2月12日はwebのみとなります）

入学金 200,000 円

入学手続 合格発表から公立高校前期（千葉県は後期）発表翌日23：00まで

お問い合せ先   東京家政学院高等学校・中学校 入試事務室
TEL：03-3262-2559 / FAX ： 03-3262-2223 / ホームページ https://www.kasei-gakuin.ed.jp/
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東京家政学院 創立 100 周年記念募金 寄付者御芳名
　東京家政学院創立 100 周年記念募金へのご協力に、厚く御礼申し上げます。ご寄付いただきました皆
様への感謝の意を込めまして、ここに御芳名をあげさせていただきます。［平成31年1月～令和元年7月分］
淺川　雅夫、　朝山光太郎、　井上　定江、　岩崎　正宏、　大城ひろ子、　大和田　寛、　沖吉　和祐、
親川　道子、　河田　敦子、　 岸　 正子、　熊田　 満 、　小松　雅子、　込山　弥彦、　佐原　成夫、
菅井　悦子、　田口　良江、　田中　清章、　遠井　郁雄、　永田　りの、　名城　敏子、　萩原　晶子、
原澤　久子、　布川　京子、　牧野　賢治、　宮川喜代子、　山本　 晶 、　横浜八重乃 
ほか匿名希望の寄付者 8 名（敬称略・五十音順）
大家 2 回卒業生一同、光塩会茨城支部、光塩会栃木支部、光塩会山口支部、光塩会広島支部、光塩会
神奈川支部横浜地区、株式会社丸販　（順不同）

◆ 東京家政学院　創立 100 周年記念募金をお願いしております ◆
お問い合わせ・お申し込みは、学校法人東京家政学院 募金事務局（TEL 03-3262-2242）まで、お願いいたします。

光
塩
会
支
部
長
会
・

　

�

評
議
員
会
・
総
会
を
終
え
て

あ
づ
ま
会
総
会
の
報
告
と
常
磐
祭
の
ご
案
内

『
令
和
』
と
「
Ｋ
Ｖ
Ａ
」　

～
創
立
1
0
0
周
年
と
そ
の
後
に
向
け
て
～

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

理
事
長
　
沖
吉
　
和
祐

詩
人
の
宮
沢
賢
治
は
「
世
界
ぜ
ん
た
い
が

幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ

り
得
な
い
」（
農
民
芸
術
概
論
綱
要
）
と
言
っ

て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
他
者
の
不
幸

を
悲
し
み
、
人
だ
け
で
な
く
生
き
物
、
さ
ら

に
宇
宙
の
苦
し
み
を
も
苦
し
む
。
つ
ま
り
共

感
（
シ
ン
パ
シ
ー
）
が
“
人
〟
の
本
性
な
の

で
す
。

考
え
て
み
る
と
、
自
分
一
人
で
最
初
か
ら

作
れ
る
も
の
な
ど
、
身
の
回
り
に
は
何
一
つ

あ
り
ま
せ
ん
ね
。「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
」
が
人
間
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
き
残
っ
て
き
た
の
で
す
。

『
令
和
』
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。「
美
し

い
心
を
寄
せ
合
っ
て
、
新
し
い
文
化
を
生
ん

で
い
こ
う
」
と
い
う
象
徴
的
な
元
号
で
す
。

と
か
く
殺
伐
と
な
り
が
ち
な
今
日
こ
の
頃
で

す
が
、
互
い
に
『
お
も
て
な
し
』
の
心
を
寄

せ
合
い
、
支
え
合
い
、
楽
し
さ
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
体
感
が
高
ま
り
、
明
る
い

家
庭
、
元
気
な
社
会
、
信
頼
さ
れ
る
国
、
平

和
な
地
球
世
界
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

2
0
2
3
年
に
、
本
学
院
創
立
1
0
0
周

年
を
迎
え
ま
す
。
大
江
先
生
が
創
立
さ
れ
、

発
展
し
て
き
た
学
院
の
歩
み
、「
Ｋ
Ｖ
Ａ
精

神
」
に
よ
る
教
育
・
研
究
の
紡
ぎ
を
振
り

返
り
、
そ
れ
を
礎
に
、
次
の
1
0
0
年
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
記
念
事
業
を
進
め

る
実
施
本
部
と
実
行
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

「
一
人
で
幸
福
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、
そ

れ
は
無
理
よ
」。
こ
れ
は
、
演
劇
家
の
寺
山

修
司
の
『
幸
福
論
』
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
、

と
あ
る
女
性
の
言
葉
で
す
。
学
生
・
生
徒
と

保
護
者
、
同
窓
生
、
教
職
員
が
一
致
協
力
し
、

地
域
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
が

「
ス
マ
ー
ト
で
エ
レ
ガ
ン
ト
」
な
人
間
に
な

る
よ
う
に
努
め
、
み
ん
な
で
幸
せ
に
な
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

『
令
和
＝Beautiful Harm

ony

』
が
津
々

浦
々
に
行
き
渡
る
よ
う
、
私
た
ち
の
「
Ｋ
Ｖ

Ａ
」
の
花
を
各
地
に
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒102-8341
東京都千代田区三番町22 番地
TEL  03-3262-2251（代表）

URL  https://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く
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光
塩
会
　

会
長
　
冨
永
　
芳
枝

あ
づ
ま
会

会
長  

澤
田 

三
和
子

光
塩
会
支
部
長
会
・

　

�

評
議
員
会
・
総
会
を
終
え
て

あ
づ
ま
会
総
会
の
報
告
と
常
磐
祭
の
ご
案
内

新
た
な
元
号
「
令
和
」
の
響
き
が
漸
く
慣

れ
親
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
度
、
光
塩
会
会
長
に
選
任

さ
れ
、重
責
を
担
え
る
の
か
、心
許
な
い
日
々

の
明
け
暮
れ
で
す
。

本
学
に
在
籍
中
は
調
理
研
究
室
の
金
子
き

よ
子
先
生
に
師
事
し
調
理
の
基
本
と
心
構

え
、日
常
生
活
で
の
年
中
行
事
と
食
文
化
等
、

様
々
な
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
基
本
技
術
の
一
端
を
学
外
の
一
般
の
方
に

も
お
伝
え
し
て
い
き
た
く
公
開
講
座
や
機
会

が
あ
る
事
に
示
範
し
実
践
し
得
た
こ
と
は
貴

重
な
経
験
と
な
り
喜
び
で
し
た
。

本
学
の
創
立
百
年
と
な
る
2
0
2
3
年
を

間
近
に
し
、創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生
が
何
故
、

本
学
を
創
ら
れ
た
の
か
世
間
の
動
勢
の
中
で

変
化
を
き
た
し
て
い
る
東
京
家
政
学
院
の
有

り
方
を
見
つ
め
直
す
好
機
で
も
あ
り
ま
す
。

柱
で
あ
る
「
建
学
の
精
神
」
を
心
の
軸
と
掟

え
「
学
院
」
と
「
光
塩
会
」
の
両
輪
が
相
俟
っ

て
活
動
で
き
て
こ
そ
一
層
の
発
展
が
見
ら
れ

る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
か

い
、
光
塩
会
の
皆
様
お
力
添
え
を
頂
き
た
く

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
一
日
と
秋
の
気
配
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
皆
さ
ま
に
は
ご
き
げ
ん
よ
く
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
5
月
26
日
（
日
）
に

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ロ
ー
ズ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
総
会
・
懇
親
会
、
ジ
ョ

イ
ン
ト
同
期
会
は
、
71
名
の
ご
来
賓
と
会
員

の
皆
様
に
、
ご
参
集
い
た
だ
き
和
や
か
な
中

に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
平
成
30
年
度
の
会
務
、
決
算
報
告
と

共
に
令
和
元
年
度
の
会
務
案
並
び
に
予
算
案

を
満
場
一
致
の
拍
手
を
も
っ
て
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
沖
𠮷
理
事
長
に
は
、
ご
多
忙
の
中
、
総

会
に
ご
出
席
賜
り
、
中
学
・
高
校
の
現
状
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は
、
佐

原
常
務
理
事
、
長
尾
校
長
先
生
、
小
泉
先
生
、

原
澤
光
塩
会
副
会
長
な
ど
ご
来
賓
の
皆
様
方

と
一
緒
に
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
抽
選
会
を

行
い
、
毎
年
大
変
な
盛
り
上
り
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。
卒
業
後
50
年
、40
年
、30
年
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
同
期
会
幹
事
の
方
々
に
は
、
昨
年
末

よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
名
簿
整
理
や
皆

様
へ
の
声
掛
け
な
ど
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
陰
様
で
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
笑
顔
が

溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

光
塩
会
の
定
例
会
行
事
の
支
部
長
会
が
、

6
月
8
日
（
土
）、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ

ス
第
2
多
目
的
室
で
23
支
部
（
24
名
）
の
出

席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
高
齢
化
、
家

族
の
介
護
の
為
に
支
部
会
開
催
が
難
し
い
と

い
う
問
題
に
、
各
支
部
の
方
か
ら
励
ま
し
と

有
効
な
意
見
の
交
換
が
成
さ
れ
ま
し
た
。
翌

9
日（
日
）、ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、

評
議
会
、
総
会
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

評
議
会
、
総
会
で
は
、
沖
吉
理
事
長
挨
拶
で

は
じ
ま
り
、
2
0
1
8
年
度
の
活
動
報
告
・
会

計
・
監
査
の
報
告
が
さ
れ
た
後
、
2
0
1
9
年

度
の
活
動
計
画
案
・
予
算
案
の
審
議
が
行
わ

れ
滞
り
な
く
承
諾
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
は
、

沖
吉
理
事
長
、
廣
江
学
長
、
佐
原
常
任
理
事
、

吉
永
図
書
館
長
、
筑
波
学
院
大
学
の
望
月
学

長
と
高
藤
経
営
情
報
学
部
長
、
併
設
中
学
・

高
等
学
校
の
長
尾
校
長
、
澤
田
あ
づ
ま
会
会

長
、
歴
代
の
光
塩
会
会
長
、
同
期
会
の
方
が

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沖
縄
支
部
の
山

城
尚
子
様
（
大
学
14
回
生
）
の
沖
縄
の
歌
と

オ
ペ
ラ
の
マ
リ
ア
の
独
唱
を
堪
能
し
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

懇親会の様子

今
年
、
中
学
・
高
等
学
校
は
、
昭
和
14
年
に

高
等
女
学
校
と
し
て
創
立
以
来
80
年
に
な
り
ま

す
。
東
京
家
政

学
院
の
一
日
は
、

「
ご
き
げ
ん
よ

う
」
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
「
ご

き
げ
ん
よ
う
」

で
終
わ
り
ま
す
。

Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
と

「
ご
き
げ
ん
よ

う
」
の
挨
拶
を

柱
に
、
伝
統
あ

る
母
校
が
益
々

発
展
す
る
事
を

願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

常
磐
祭
の
ご
案
内

○
体
育
祭　

9
月
12
日
（
木
）
10
時
～
15
時

 

　

東
京
武
道
館
（
綾
瀬
）

卒
業
生
は
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

見
学
・
応
援
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

○
文
化
祭　

 

10
月
5
日
（
土
）・
6
日
（
日
） 

10
時
～
15
時 

 

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
3
号
館

今
年
も
卒
業
生
の
作
品
が
並
び
ま
す
。

講
習
会
は
、
5
日
に
布
で
作
る
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
、
6
日
に
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、手
作
り
品
の
販
売
は
、

校
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
小
風
呂
敷
で
作
っ
た

巾
着
や
ポ
ー
チ
な
ど
を
多
数
用
意
し
て
、
ご

来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和元年懇親会の集合写真
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59

私
は
、
東
京
家
政
学
院
大
学
に
2
0
1
1

年
4
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
着
任
時

の
専
門
は
フ
ァ
ジ
ィ
理
論
、
数
理
統
計
学
で

す
。
着
任
後
は
算
数
教
育
に
興
味
を
も
ち
、

こ
ち
ら
の
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
ど
の
授

業
に
お
い
て
も
学
生
た
ち
と
の
学
び
合
い
の

機
会
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
ゼ
ミ
で
学

生
と
1
つ
の
論
文
を
仕
上
げ
る
た
め
に
学

び
合
う
時
間
の
「
濃
さ
」
は
特
別
で
す
。

卒
業
論
文
で
学
生
た
ち
が
取
り
組
む

テ
ー
マ
と
し
て
は
、
私
の
専
門
分
野
に
関

す
る
内
容
は
レ
ア
で
〔
卒
業
後
保
育
園
の

経
営
者
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
学
生

が
、
フ
ァ
ジ
ィ
Ａ
Ｈ
Ｐ
（Fuzzy Analytic 

Hierarchy Process

）
分
析
法
を
応
用
し

た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
研
究
を

行
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
〕、
多

く
が
算
数
教
育
に
関
す
る
内
容
で
す
。
幼

稚
園
教
諭
や
保
育
士
に
な
る
学
生
が
、
算
数

的
観
点
か
ら
子
ど
も
の
発
達
段
階
や
学
び

の
連
続
性
を
意
識
し
た
遊
び
を
考
え
る
研

究
を
行
っ
た
り
、
小
学
校
教
諭
に
な
る
学
生

が
、
算
数
の
楽
し
さ
を
い
か
に
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
か
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
算
数
の
学
び

が
日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な
教
材
を

考
え
る
研
究
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

研
究
活
動
の
中
で
は
、
遊
び
の
提
案
で
あ

れ
教
材
の
提
案
で
あ
れ
、
必
ず
そ
の
有
効
性

を
検
証
す
る
た
め
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
大
学
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
横
山
第
一
小
学
校
や
、
卒
業
生
が
活
躍

し
て
い
る
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
に
積
極
的

に
訪
れ
て
提
案
内
容
を
実
践
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
現
場
の
先
生
方
か
ら
貴
重
な
助

言
を
も
ら
い
、
こ
れ
が
学
生
た
ち
に
と
っ
て

と
て
も
良
い
学
び
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
も
論
理
的
思
考
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
教
材
を
考
え
、
実
際
に
小
学
校
で

9
月
と
10
月
に
実
践
を
行
う
予
定
の
学
生

が
2
名
い
ま
す
。1
人
は
4
年
生
を
対
象
に
、

も
う
1
人
は
特
別
支
援
学
級
を
対
象
に
授

業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
の
先
生
方
の

研
究
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
発
表
を
行

い
ま
す
。
8
月
24
日
に
は
千
葉
算
友
会
拡

大
定
例
会
と
い
う
研
究
会
で
、
7
月
20
日

に
行
っ
た
子

ど
も
体
験
塾

算
数
教
室
の

活
動
内
容
を

報
告
し
、
現

場
の
先
生
方

か
ら
種
々
の

ご
意
見
を
い

た
だ
く
予
定

と
な
っ
て
い

ま
す
。

東
京
家
政
学
院
大
学

 

現
代
生
活
学
部　

児
童
学
科　

新
海 

公
昭

　

今年のゼミ生たちと（研究室にて）

私
が
保
育
者
と
い
う
道
を
選
ん
だ
き
っ

か
け
は
、
子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
と
、
私
の
母
の
よ
う
に
子
育
て
も
仕

事
も
両
立
し
て
頑
張
る
保
護
者
の
力
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

現
在
は
、
都
内
に
あ
る
私
立
の
幼
稚
園

（
幼
稚
園
機
能
＋
保
育
園
機
能
の
あ
る
園
）

で
働
か
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
勤

め
始
め
て
早
4
年
に
な
り
ま
す
が
、
日
々

学
び
の
連
続
で
、
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す

時
間
も
と
て
も
楽
し
く
、
毎
日
が
充
実
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
人
一
年
目
と
し
て
勤
め

始
め
た
こ
ろ
は
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

や
た
く
さ
ん
の
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
保
育
と
い
う
の
は
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、
行

事
に
向
け
た
準
備
や
お
た
よ
り
の
作
成
な

ど
色
々
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
実
際
に
職

に
就
く
こ
と
で
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し

た
。
大
好
き
な
子
ど
も
達
の
た
め
に
と
い

う
思
い
と
そ
の
た
め
に
自
分
が
も
っ
と
頑

張
ら
な
き
ゃ
と
思
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
自
分
だ
け
で
頑
張
る

の
で
は
な
く
、
職
場
の
仲
間
と
声
を
掛
け

あ
い
、大
変
な
と
き
は
力
を
合
わ
せ
、チ
ー

ム
と
し
て
効
率
よ
く
仕
事
に
向
き
合
う
こ

と
で
、
心
の
余
裕
も
生
ま
れ
、
楽
し
く
仕

事
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
学

び
ま
し
た
。

夢
に
見
た
仕
事
を
が
ん
ば
ろ
う
と
決
め

た
と
き
、「
ど
ん
な
場
所
で
・
ど
ん
な
仲

間
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
だ
ろ
う
か
」
少

し
考
え
て
み
な
が
ら
、
期
待
を
持
つ
こ
と

で
、
よ
り
良
い
仕
事
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た

め
に
、
職
場
の
仲
間
と
、
チ
ー
ム
と
し
て

力
を
合
わ
せ
て
保
育
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
～
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
て
～
」

�
東
京
家
政
学
院
大
学 

現
代
生
活
学
部 

児
童
学
科　

卒
業　

丹
野 

麻
衣

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

２
０
１
６
年
３
月

　
　
　
　

現
代
生
活
学
部�

児
童
学
科�

卒
業

２
０
１
６
年
４
月

　
　
　
　

新
渡
戸
文
化
子
ど
も
園�

勤
務

園舎内にて


